
秋
山
進
午
ほ
か
『
大
阪
城
へ
の
招
待
』
１
・
２
、
大
阪
観
光
協
会
、
一
九
八
二
～
八
三
年

内
田
九
州
男
「
秀
吉
の
遷
都
構
想
と
大
坂
の
都
市
建
設
」『
歴
史
科
学
』
一
七
六
、
二
〇
〇
四
年

江
浦
洋
「
豊
臣
期
大
坂
城
と
大
坂
冬
の
陣
」『
大
阪
の
歴
史
』
六
五
、
二
〇
〇
五
年

大
阪
市
史
編
纂
所
・
大
阪
市
史
料
調
査
会
編
『
新
修
大
阪
市
史
史
料
編
第
５
巻
　
大
坂
城
編
』
大
阪
市
、
二
〇
〇
六
年

岡
田
章
雄
『
南
蛮
史
談
』
人
物
往
来
社
、
一
九
六
七
年

岡
本
良
一
『
大
坂
城
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年

岡
本
良
一
『
図
説
大
坂
の
陣
』
創
元
社
、
一
九
七
八
年

岡
本
良
一
編
『
日
本
城
郭
史
研
究
叢
書
第
八
巻
　
大
坂
城
の
諸
研
究
』
名
著
出
版
、
一
九
八
二
年

岡
本
良
一
「
加
賀
藩
の
大
坂
夏
の
陣
首
取
状
に
つ
い
て
」『
大
阪
の
歴
史
』
九
、
一
九
八
三
年

岡
本
良
一
責
任
編
集
『
日
本
名
城
集
成
　
大
坂
城
』
小
学
館
、
一
九
八
五
年

岡
本
良
一
『
秀
吉
と
大
坂
城
　
岡
本
良
一
史
論
集
上
巻
』
清
文
堂
、
一
九
九
〇
年

北
川
央
「
大
坂
冬
の
陣
図
屏
風
・
夏
の
陣
図
屏
風
に
描
か
れ
た
大
坂
城
―
極
楽
橋
の
検
討
―
」
和
歌
山
県
立
博
物
館
編
集
・
発
行
『
特
別
展
　
戦
国
合
戦
図
屏
風
の

　
世
界
』、
一
九
九
七
年

北
川
央
『
大
阪
城
ふ
し
ぎ
発
見
ウ
ォ
ー
ク
〈
増
補
版
〉』
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
Ａ
、
二
〇
一
一
年

黒
田
慶
一
「
豊
臣
氏
大
坂
城
と
三
の
丸
論
争
」
鈴
木
重
治
ほ
か
編
『
21
世
紀
を
拓
く
考
古
学
③
　
戦
国
城
郭
の
考
古
学
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
六
年

桑
田
忠
親
『
豊
臣
秀
吉
研
究
』
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年

桑
田
忠
親
ほ
か
編
『
普
及
版
戦
国
合
戦
絵
屏
風
集
成
　
第
四
巻
　
大
坂
冬
の
陣
図
　
大
坂
夏
の
陣
図
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八
年

佐
久
間
貴
士
編
『
よ
み
が
え
る
中
世
２
―
本
願
寺
か
ら
天
下
統
一
へ
　
大
坂
』
平
凡
社
、
一
九
八
九
年

櫻
井
成
廣
『
豊
臣
秀
吉
の
居
城
　
大
阪
城
編
』
日
本
城
郭
資
料
館
出
版
会
、
一
九
七
〇
年

新
修
大
阪
市
史
編
纂
委
員
会
編
『
新
修
大
阪
市
史
』
第
三
巻
、
大
阪
市
、
一
九
八
九
年

積
山
洋
「
豊
臣
氏
大
坂
城
惣
構
の
防
禦
施
設
―
発
掘
調
査
の
現
状
と
課
題
―
」『
大
阪
の
歴
史
』
四
六
、
一
九
九
五
年

高
田
徹
「
文
献
史
料
か
ら
み
た
豊
臣
期
大
坂
城
―
豊
臣
期
大
坂
城
縄
張
り
に
関
す
る
予
察
的
検
討
―
」『
戦
乱
の
空
間
』
三
、
二
〇
〇
四
年

高
橋
隆
博
編
『
新
発
見
　
豊
臣
期
大
坂
図
屏
風
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
二
年

中
村
博
司
『
シ
リ
ー
ズ
「
遺
跡
を
学
ぶ
」
０
４
３
　
天
下
統
一
の
城
・
大
坂
城
』
新
泉
社
、
二
〇
〇
八
年

福
田
千
鶴
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
　
淀
殿
―
わ
れ
太
閤
の
妻
と
な
り
て
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
七
年

藤
木
久
志
『
豊
臣
平
和
令
と
戦
国
社
会
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
五
年

藤
田
達
生
『
秀
吉
神
話
を
く
つ
が
え
す
』
講
談
社
、
二
〇
〇
七
年

宮
上
茂
隆
『
日
本
人
は
ど
の
よ
う
に
建
造
物
を
つ
く
っ
て
き
た
か
３
　
大
坂
城
　
天
下
一
の
名
城
』
草
思
社
、
一
九
八
四
年

横
田
冬
彦
「
豊
臣
政
権
と
首
都
」
日
本
史
研
究
会
編
『
豊
臣
秀
吉
と
京
都
―
聚
楽
第
・
御
土
居
と
伏
見
城
』
文
理
閣
、
二
〇
〇
一
年

渡
辺
武
『
再
版
増
補
　
図
説
再
見
大
阪
城
』
大
阪
都
市
協
会
、
一
九
九
〇
年

渡
辺
武
館
長
退
職
記
念
論
集
刊
行
会
編
『
大
坂
城
と
城
下
町
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
〇
年

【
参
考
文
献
】
（
主
要
な
も
の
の
み
掲
出
し
た
）


